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●第5回







								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第5回 ダイ カイ		C群		19万ベクレル/㍑		0.31		＜		1		2024.4.19		2024.5.7		最大266ベクレル/㍑ サイダイ		7,851m3		約1.5兆ベクレル

						第6回 ダイ カイ		A群		17万ベクレル/㍑		0.17		＜		1		2024.5.17		2024.6.4		最大●●●ベクレル/㍑ サイダイ		7,800m3		約1.4兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







通信手段

				名称		配備数量		代替手段

				社内回線		-		自社の光回線及び電源等を備えている。本社（東京）を経由した連絡が可能

				無線通信		-		有線通信が断線した場合，マイクロ波を利用した無線通信により社外・社内への連絡が可能

				衛星携帯電話		4台 ダイ		携帯電話基地局が使用不可能な場合に備え，衛星携帯電話による通信を確保





地震の点検

				原子炉施設や関連設備の保安確認を行うための点検区分と点検内容

				点検区分		地震加速度と震度		点検内容

				区分Ⅰ		1ガル以上 ～ 10ガル未満		●以下のプラントにおける設備について警報発生状況や、監視計器指示等の異常の有無
　を確認
（免震重要棟集中監視室・水処理監視室、中央制御室、使用済燃料共用プール制御盤、　
　雑固体焼却設備制御室）

				区分Ⅱ		10ガル以上 ～ 45ガル未満		●区分Ⅰの内容
●以下の設備を主体に「地震後の点検チェックシート（区分Ⅱ用）」に基づく
　現場パトロールを実施
　（原子炉の冷温停止維持、使用済燃料の冷却機能、水処理設備の運転状況、
　　電源設備（外部電源及び所内電源）の状態）

				区分Ⅲ		45ガル以上		●上記区分Ⅱの内容に加え、その他の安全確保設備等及び原子炉施設について
「地震後の点検チェックシート（区分Ⅲ・実施計画Ⅲ）に基づく現場パトロールを実施
●上記点検の中で、火災発生有無を確認

				実施計画Ⅲ対象		発電所立地町で「震度５弱」以上が観測された地震









耐雷対策



				雷直撃の防止 カミナリ チョクゲキ ボウシ		①		露出充電部を持つ屋外の電力設備は架空地戦または避雷針等により遮蔽する ロシュツ ジュウデン ブ モ オクガイ デンリョク セツビ カクウ チ セン ヒライシン ナド シャヘイ

						②		高さ20mを超える建築物、鉄塔などには避雷針を設ける タカ コ ケンチクブツ テットウ ヒライシン モウ

				雷サージの抑制 カミナリ ヨクセイ		①		送受電設備の適切な箇所に避雷針を設置する オク ジュデン セツビ テキセツ カショ ヒライシン セッチ

						②		接地抵抗値の低減を図る セッチ テイコウチ テイゲン ハカ

						③		シールド付きケーブルを使用する ツ シヨウ

				雷サージの影響阻止 カミナリ エイキョウ ソシ		①		計測制御設備の適切な箇所に避雷針/保安器を設置する ケイソク セイギョ セツビ テキセツ カショ ヒライシン ホアンキ セッチ

						②		絶縁変圧器を設置する ゼツエン ヘンアツキ セッチ





●5月2023年度計





						▼2023年度 放出実績 ネンド ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		最大220ベクレル/㍑ サイダイ		7,788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		最大189ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		最大200ベクレル/㍑ サイダイ		7,753m3		約1.0兆ベクレル

						第4回 ダイ カイ		B群		17万ベクレル/㍑		0.34		＜		1		2024.2.28		2024.3.17		最大230ベクレル/㍑ サイダイ		7,794m3		約1.3兆ベクレル

																						合計 ゴウケイ		31,145m3		約4.5兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







長期計画

						2030年度までの
ALPS処理水の放出		海洋放出開始前にタンクに貯留されていたALPS 処理水等の放出

				放出予定量		約40 万 m 3 以上		約135 万 m 3

				総放出回数		52回以上		174回

				2024年度以降の放出回数		48回以上		170回







Sheet1



				作業員 サギョウイン		所属企業		役割分担		装備		配管洗浄作業（10/25）
における実効線量（mSv） ハイカン センジョウ サギョウ ジッコウ センリョウ		規則 キソク		2023年度（4-10月）の
皮膚の等価線量（mSv） ネンド ガツ ヒフ トウカ センリョウ		法令 ホウレイ		(参考)洗浄廃液付着による
皮膚の等価線量（mSv） サンコウ センジョウ ハイエキ フチャク ヒフ トウカ センリョウ

				A		三次請1		受入れタンク監視		カバーオール2重		0.9		発電用原子炉施設の
故障その他の不足の
事態が生じたことで

5mSvを超える

おそれがある場合は
事故故障等の報告
を原子力規制庁・厚生労働省
に行う必要あり。 ゲンシリョク キセイ チョウ コウセイ ロウドウショウ オコナ		88.3		放射線業務従事者の
通常作業での線量限度


皮膚の等価線量限度
500mSv/年

 ツウジョウ サギョウ ヒフ トウカ センリョウ ゲンド ネン		76.6

				B		三次請1		作業班員への指揮
受入れタンク監視（助勢）		カバーオール2重		0.6				55.8				51.2

				C		三次請2		他配管洗浄後の状態確認		カバーオール
アノラック上下		0.2				7.0				皮膚汚染なしのため
評価対象外 ヒフ オセン ヒョウカ タイショウ ガイ

				D		三次請3		薬注ポンプ操作		カバーオール
アノラック上下		0.02				4.9				0.1未満 ミマン

				E		三次請1		薬注ポンプ監視		カバーオール
アノラック上下		0.02				1.4				0.2

						電離放射線障害防止規則 第4条





★加工 (3)





						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑				＜												7,800m3		約1.4兆ベクレル







★加工





						▼放出実績 ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m3		約1.0兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1										7,800m3		約1.4兆ベクレル







Sheet4



				発電所から3km以内 　10地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤10ベクレル/㍑		＜

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤22ベクレル/㍑

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤11ベクレル/㍑



				発電所から10km以内 　4地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満









元データ



						測定・確認⽤設備の分析⽇時		タンク群		トリチウム濃度		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後のトリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						2023年6⽉22⽇		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023年8⽉24⽇		2023年9⽉11⽇		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7,788m		約1.1兆ベクレル

						2023年9⽉21⽇		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年10⽉5⽇		2023年10⽉23⽇		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m		約1.1兆ベクレル

						2023年10⽉19⽇		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年11⽉2⽇		2023年11⽉20⽇		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m		約1.0兆ベクレル
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●第5回







								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第5回 ダイ カイ		C群		19万ベクレル/㍑		0.31		＜		1		2024.4.19		2024.5.7		最大266ベクレル/㍑ サイダイ		7,851m3		約1.5兆ベクレル

						第6回 ダイ カイ		A群		17万ベクレル/㍑		0.17		＜		1		2024.5.17		2024.6.4		最大234ベクレル/㍑ サイダイ		7,892m3		約1.3兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







通信手段

				名称		配備数量		代替手段

				社内回線		-		自社の光回線及び電源等を備えている。本社（東京）を経由した連絡が可能

				無線通信		-		有線通信が断線した場合，マイクロ波を利用した無線通信により社外・社内への連絡が可能

				衛星携帯電話		4台 ダイ		携帯電話基地局が使用不可能な場合に備え、衛星携帯電話による通信を確保





地震の点検

				原子炉施設や関連設備の保安確認を行うための点検区分と点検内容

				点検区分		地震加速度と震度		点検内容

				区分Ⅰ		1ガル以上 ～ 10ガル未満		●以下のプラントにおける設備について警報発生状況や、監視計器指示等の異常の有無
　を確認
（免震重要棟集中監視室・水処理監視室、中央制御室、使用済燃料共用プール制御盤、　
　雑固体焼却設備制御室）

				区分Ⅱ		10ガル以上 ～ 45ガル未満		●区分Ⅰの内容
●以下の設備を主体に「地震後の点検チェックシート（区分Ⅱ用）」に基づく
　現場パトロールを実施
　（原子炉の冷温停止維持、使用済燃料の冷却機能、水処理設備の運転状況、
　　電源設備（外部電源及び所内電源）の状態）

				区分Ⅲ		45ガル以上		●上記区分Ⅱの内容に加え、その他の安全確保設備等及び原子炉施設について
「地震後の点検チェックシート（区分Ⅲ・実施計画Ⅲ）」に基づく現場パトロールを実施
●上記点検の中で、火災発生有無を確認

				実施計画Ⅲ対象		発電所立地町で「震度５弱」以上が観測された地震









耐雷対策



				雷直撃の防止 カミナリ チョクゲキ ボウシ		①		露出充電部を持つ屋外の電力設備は架空地線または避雷針等により遮蔽する ロシュツ ジュウデン ブ モ オクガイ デンリョク セツビ カクウ チ セン ヒライシン ナド シャヘイ

						②		高さ20mを超える建築物、鉄塔などには避雷針を設ける タカ コ ケンチクブツ テットウ ヒライシン モウ

				雷サージの抑制 カミナリ ヨクセイ		①		送受電設備の適切な箇所に避雷針を設置する オク ジュデン セツビ テキセツ カショ ヒライシン セッチ

						②		接地抵抗値の低減を図る セッチ テイコウチ テイゲン ハカ

						③		シールド付きケーブルを使用する ツ シヨウ

				雷サージの影響阻止 カミナリ エイキョウ ソシ		①		計測制御設備の適切な箇所に避雷針/保安器を設置する ケイソク セイギョ セツビ テキセツ カショ ヒライシン ホアンキ セッチ

						②		絶縁変圧器を設置する ゼツエン ヘンアツキ セッチ





●5月2023年度計





						▼2023年度 放出実績 ネンド ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		最大220ベクレル/㍑ サイダイ		7,788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		最大189ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		最大200ベクレル/㍑ サイダイ		7,753m3		約1.0兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		B群		17万ベクレル/㍑		0.34		＜		1		2024.2.28		2024.3.17		最大230ベクレル/㍑ サイダイ		7,794m3		約1.3兆ベクレル

																						合計 ゴウケイ		31,145m3		約4.5兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







長期計画

						2030年度までの
ALPS処理水の放出		海洋放出開始前にタンクに貯留されていたALPS 処理水等の放出

				放出予定量		約40 万 m 3 以上		約135 万 m 3

				総放出回数		52回以上		174回

				2024年度以降の放出回数		48回以上		170回







Sheet1



				作業員 サギョウイン		所属企業		役割分担		装備		配管洗浄作業（10/25）
における実効線量（mSv） ハイカン センジョウ サギョウ ジッコウ センリョウ		規則 キソク		2023年度（4-10月）の
皮膚の等価線量（mSv） ネンド ガツ ヒフ トウカ センリョウ		法令 ホウレイ		(参考)洗浄廃液付着による
皮膚の等価線量（mSv） サンコウ センジョウ ハイエキ フチャク ヒフ トウカ センリョウ

				A		三次請1		受入れタンク監視		カバーオール2重		0.9		発電用原子炉施設の
故障その他の不足の
事態が生じたことで

5mSvを超える

おそれがある場合は
事故故障等の報告
を原子力規制庁・厚生労働省
に行う必要あり。 ゲンシリョク キセイ チョウ コウセイ ロウドウショウ オコナ		88.3		放射線業務従事者の
通常作業での線量限度


皮膚の等価線量限度
500mSv/年

 ツウジョウ サギョウ ヒフ トウカ センリョウ ゲンド ネン		76.6

				B		三次請1		作業班員への指揮
受入れタンク監視（助勢）		カバーオール2重		0.6				55.8				51.2

				C		三次請2		他配管洗浄後の状態確認		カバーオール
アノラック上下		0.2				7.0				皮膚汚染なしのため
評価対象外 ヒフ オセン ヒョウカ タイショウ ガイ

				D		三次請3		薬注ポンプ操作		カバーオール
アノラック上下		0.02				4.9				0.1未満 ミマン

				E		三次請1		薬注ポンプ監視		カバーオール
アノラック上下		0.02				1.4				0.2

						電離放射線障害防止規則 第4条





★加工 (3)





						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑				＜												7,800m3		約1.4兆ベクレル







★加工





						▼放出実績 ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m3		約1.0兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1										7,800m3		約1.4兆ベクレル







Sheet4



				発電所から3km以内 　10地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤10ベクレル/㍑		＜

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤22ベクレル/㍑

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤11ベクレル/㍑



				発電所から10km以内 　4地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満









元データ



						測定・確認⽤設備の分析⽇時		タンク群		トリチウム濃度		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後のトリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						2023年6⽉22⽇		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023年8⽉24⽇		2023年9⽉11⽇		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7,788m		約1.1兆ベクレル

						2023年9⽉21⽇		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年10⽉5⽇		2023年10⽉23⽇		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m		約1.1兆ベクレル

						2023年10⽉19⽇		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年11⽉2⽇		2023年11⽉20⽇		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m		約1.0兆ベクレル
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Current conditions at the Fukushima Daiichi Nuclear Power Station T=PCO

#  On the sea-side of the station, where there was much damage, rubble has been removed.

The first and second discharge of ALPS treated water in FY2024

#  Asa result of countermeasures, such as paving ground surfaces, etc,, general work uniforms can be worn in 96% of the site, # The first discharge of ALPS treated water in FY2024 (Management No: 24-1-5) wa
19

# Seawall which serves as a tsunami countermeasure was constructed.

# On April 24, discharge was automatically suspended due to the suspension of on-
Since there was no abnormality in ALPS treated water discharge facility, discharge
5:16 p.m. on the same day, and was completed on May 7 as scheduled.

# The second discharge of ALPS treated water in FY2024 (Management No: 24-2-6)
follows.

& dminioall cenvitiod

Sea-side area following the accident Kuiil Trenich tuinami
T

Fukushi iichi Nuclear Powér
Stati

The 1%
(24-1-5)

Approx.

i i 3
Group C 190,000 Bg/liter April 19, 2024 May 7, 2024 7,851m 1.3 trillion Bq

The 20

(24-2-6) GroupA  170,000Baflter  May 17,2024  une 4 2024 Approx. Approx.

[scheduled) 7,800m? 1.4 trillion Bq
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●第5回







								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第5回 ダイ カイ		C群		19万ベクレル/㍑		0.31		＜		1		2024.4.19		2024.5.7		最大266ベクレル/㍑ サイダイ		7,851m3		約1.5兆ベクレル

						第6回 ダイ カイ		A群		17万ベクレル/㍑		0.17		＜		1		2024.5.17		2024.6.4		最大●●●ベクレル/㍑ サイダイ		7,800m3		約1.4兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







通信手段

				名称		配備数量		代替手段

				社内回線		-		自社の光回線及び電源等を備えている。本社（東京）を経由した連絡が可能

				無線通信		-		有線通信が断線した場合，マイクロ波を利用した無線通信により社外・社内への連絡が可能

				衛星携帯電話		4台 ダイ		携帯電話基地局が使用不可能な場合に備え，衛星携帯電話による通信を確保





地震の点検

				原子炉施設や関連設備の保安確認を行うための点検区分と点検内容

				点検区分		地震加速度と震度		点検内容

				区分Ⅰ		1ガル以上 ～ 10ガル未満		●以下のプラントにおける設備について警報発生状況や、監視計器指示等の異常の有無
　を確認
（免震重要棟集中監視室・水処理監視室、中央制御室、使用済燃料共用プール制御盤、　
　雑固体焼却設備制御室）

				区分Ⅱ		10ガル以上 ～ 45ガル未満		●区分Ⅰの内容
●以下の設備を主体に「地震後の点検チェックシート（区分Ⅱ用）」に基づく
　現場パトロールを実施
　（原子炉の冷温停止維持、使用済燃料の冷却機能、水処理設備の運転状況、
　　電源設備（外部電源及び所内電源）の状態）

				区分Ⅲ		45ガル以上		●上記区分Ⅱの内容に加え、その他の安全確保設備等及び原子炉施設について
「地震後の点検チェックシート（区分Ⅲ・実施計画Ⅲ）」に基づく現場パトロールを実施
●上記点検の中で、火災発生有無を確認

				実施計画Ⅲ対象		発電所立地町で「震度５弱」以上が観測された地震









耐雷対策



				雷直撃の防止 カミナリ チョクゲキ ボウシ		①		露出充電部を持つ屋外の電力設備は架空地戦または避雷針等により遮蔽する ロシュツ ジュウデン ブ モ オクガイ デンリョク セツビ カクウ チ セン ヒライシン ナド シャヘイ

						②		高さ20mを超える建築物、鉄塔などには避雷針を設ける タカ コ ケンチクブツ テットウ ヒライシン モウ

				雷サージの抑制 カミナリ ヨクセイ		①		送受電設備の適切な箇所に避雷針を設置する オク ジュデン セツビ テキセツ カショ ヒライシン セッチ

						②		接地抵抗値の低減を図る セッチ テイコウチ テイゲン ハカ

						③		シールド付きケーブルを使用する ツ シヨウ

				雷サージの影響阻止 カミナリ エイキョウ ソシ		①		計測制御設備の適切な箇所に避雷針/保安器を設置する ケイソク セイギョ セツビ テキセツ カショ ヒライシン ホアンキ セッチ

						②		絶縁変圧器を設置する ゼツエン ヘンアツキ セッチ





●5月2023年度計





						▼2023年度 放出実績 ネンド ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		最大220ベクレル/㍑ サイダイ		7,788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		最大189ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		最大200ベクレル/㍑ サイダイ		7,753m3		約1.0兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		B群		17万ベクレル/㍑		0.34		＜		1		2024.2.28		2024.3.17		最大230ベクレル/㍑ サイダイ		7,794m3		約1.3兆ベクレル

																						合計 ゴウケイ		31,145m3		約4.5兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







長期計画

						2030年度までの
ALPS処理水の放出		海洋放出開始前にタンクに貯留されていたALPS 処理水等の放出

				放出予定量		約40 万 m 3 以上		約135 万 m 3

				総放出回数		52回以上		174回

				2024年度以降の放出回数		48回以上		170回







Sheet1



				作業員 サギョウイン		所属企業		役割分担		装備		配管洗浄作業（10/25）
における実効線量（mSv） ハイカン センジョウ サギョウ ジッコウ センリョウ		規則 キソク		2023年度（4-10月）の
皮膚の等価線量（mSv） ネンド ガツ ヒフ トウカ センリョウ		法令 ホウレイ		(参考)洗浄廃液付着による
皮膚の等価線量（mSv） サンコウ センジョウ ハイエキ フチャク ヒフ トウカ センリョウ

				A		三次請1		受入れタンク監視		カバーオール2重		0.9		発電用原子炉施設の
故障その他の不足の
事態が生じたことで

5mSvを超える

おそれがある場合は
事故故障等の報告
を原子力規制庁・厚生労働省
に行う必要あり。 ゲンシリョク キセイ チョウ コウセイ ロウドウショウ オコナ		88.3		放射線業務従事者の
通常作業での線量限度


皮膚の等価線量限度
500mSv/年

 ツウジョウ サギョウ ヒフ トウカ センリョウ ゲンド ネン		76.6

				B		三次請1		作業班員への指揮
受入れタンク監視（助勢）		カバーオール2重		0.6				55.8				51.2

				C		三次請2		他配管洗浄後の状態確認		カバーオール
アノラック上下		0.2				7.0				皮膚汚染なしのため
評価対象外 ヒフ オセン ヒョウカ タイショウ ガイ

				D		三次請3		薬注ポンプ操作		カバーオール
アノラック上下		0.02				4.9				0.1未満 ミマン

				E		三次請1		薬注ポンプ監視		カバーオール
アノラック上下		0.02				1.4				0.2

						電離放射線障害防止規則 第4条





★加工 (3)





						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑				＜												7,800m3		約1.4兆ベクレル







★加工





						▼放出実績 ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m3		約1.0兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1										7,800m3		約1.4兆ベクレル







Sheet4



				発電所から3km以内 　10地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤10ベクレル/㍑		＜

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤22ベクレル/㍑

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤11ベクレル/㍑



				発電所から10km以内 　4地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満









元データ



						測定・確認⽤設備の分析⽇時		タンク群		トリチウム濃度		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後のトリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						2023年6⽉22⽇		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023年8⽉24⽇		2023年9⽉11⽇		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7,788m		約1.1兆ベクレル

						2023年9⽉21⽇		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年10⽉5⽇		2023年10⽉23⽇		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m		約1.1兆ベクレル

						2023年10⽉19⽇		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年11⽉2⽇		2023年11⽉20⽇		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m		約1.0兆ベクレル
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●第5回







								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第5回 ダイ カイ		C群		19万ベクレル/㍑		0.31		＜		1		2024.4.19		2024.5.7		最大266ベクレル/㍑ サイダイ		7,851m3		約1.5兆ベクレル

						第6回 ダイ カイ		A群		17万ベクレル/㍑		0.17		＜		1		2024.5.17		2024.6.4		最大●●●ベクレル/㍑ サイダイ		7,800m3		約1.4兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







通信手段

				名称		配備数量		代替手段

				社内回線		-		自社の光回線及び電源等を備えている。本社（東京）を経由した連絡が可能

				無線通信		-		有線通信が断線した場合，マイクロ波を利用した無線通信により社外・社内への連絡が可能

				衛星携帯電話		4台 ダイ		携帯電話基地局が使用不可能な場合に備え，衛星携帯電話による通信を確保





地震の点検

				原子炉施設や関連設備の保安確認を行うための点検区分と点検内容

				点検区分		地震加速度と震度		点検内容

				区分Ⅰ		1ガル以上 ～ 10ガル未満		●以下のプラントにおける設備について警報発生状況や、監視計器指示等の異常の有無
　を確認
（免震重要棟集中監視室・水処理監視室、中央制御室、使用済燃料共用プール制御盤、　
　雑固体焼却設備制御室）

				区分Ⅱ		10ガル以上 ～ 45ガル未満		●区分Ⅰの内容
●以下の設備を主体に「地震後の点検チェックシート（区分Ⅱ用）」に基づく
　現場パトロールを実施
　（原子炉の冷温停止維持、使用済燃料の冷却機能、水処理設備の運転状況、
　　電源設備（外部電源及び所内電源）の状態）

				区分Ⅲ		45ガル以上		●上記区分Ⅱの内容に加え、その他の安全確保設備等及び原子炉施設について
「地震後の点検チェックシート（区分Ⅲ・実施計画Ⅲ）」に基づく現場パトロールを実施
●上記点検の中で、火災発生有無を確認

				実施計画Ⅲ対象		発電所立地町で「震度５弱」以上が観測された地震









耐雷対策



				雷直撃の防止 カミナリ チョクゲキ ボウシ		①		露出充電部を持つ屋外の電力設備は架空地線または避雷針等により遮蔽する ロシュツ ジュウデン ブ モ オクガイ デンリョク セツビ カクウ チ セン ヒライシン ナド シャヘイ

						②		高さ20mを超える建築物、鉄塔などには避雷針を設ける タカ コ ケンチクブツ テットウ ヒライシン モウ

				雷サージの抑制 カミナリ ヨクセイ		①		送受電設備の適切な箇所に避雷針を設置する オク ジュデン セツビ テキセツ カショ ヒライシン セッチ

						②		接地抵抗値の低減を図る セッチ テイコウチ テイゲン ハカ

						③		シールド付きケーブルを使用する ツ シヨウ

				雷サージの影響阻止 カミナリ エイキョウ ソシ		①		計測制御設備の適切な箇所に避雷針/保安器を設置する ケイソク セイギョ セツビ テキセツ カショ ヒライシン ホアンキ セッチ

						②		絶縁変圧器を設置する ゼツエン ヘンアツキ セッチ





●5月2023年度計





						▼2023年度 放出実績 ネンド ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		最大220ベクレル/㍑ サイダイ		7,788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		最大189ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		最大200ベクレル/㍑ サイダイ		7,753m3		約1.0兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		B群		17万ベクレル/㍑		0.34		＜		1		2024.2.28		2024.3.17		最大230ベクレル/㍑ サイダイ		7,794m3		約1.3兆ベクレル

																						合計 ゴウケイ		31,145m3		約4.5兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







長期計画

						2030年度までの
ALPS処理水の放出		海洋放出開始前にタンクに貯留されていたALPS 処理水等の放出

				放出予定量		約40 万 m 3 以上		約135 万 m 3

				総放出回数		52回以上		174回

				2024年度以降の放出回数		48回以上		170回







Sheet1



				作業員 サギョウイン		所属企業		役割分担		装備		配管洗浄作業（10/25）
における実効線量（mSv） ハイカン センジョウ サギョウ ジッコウ センリョウ		規則 キソク		2023年度（4-10月）の
皮膚の等価線量（mSv） ネンド ガツ ヒフ トウカ センリョウ		法令 ホウレイ		(参考)洗浄廃液付着による
皮膚の等価線量（mSv） サンコウ センジョウ ハイエキ フチャク ヒフ トウカ センリョウ

				A		三次請1		受入れタンク監視		カバーオール2重		0.9		発電用原子炉施設の
故障その他の不足の
事態が生じたことで

5mSvを超える

おそれがある場合は
事故故障等の報告
を原子力規制庁・厚生労働省
に行う必要あり。 ゲンシリョク キセイ チョウ コウセイ ロウドウショウ オコナ		88.3		放射線業務従事者の
通常作業での線量限度


皮膚の等価線量限度
500mSv/年

 ツウジョウ サギョウ ヒフ トウカ センリョウ ゲンド ネン		76.6

				B		三次請1		作業班員への指揮
受入れタンク監視（助勢）		カバーオール2重		0.6				55.8				51.2

				C		三次請2		他配管洗浄後の状態確認		カバーオール
アノラック上下		0.2				7.0				皮膚汚染なしのため
評価対象外 ヒフ オセン ヒョウカ タイショウ ガイ

				D		三次請3		薬注ポンプ操作		カバーオール
アノラック上下		0.02				4.9				0.1未満 ミマン

				E		三次請1		薬注ポンプ監視		カバーオール
アノラック上下		0.02				1.4				0.2

						電離放射線障害防止規則 第4条





★加工 (3)





						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑				＜												7,800m3		約1.4兆ベクレル







★加工





						▼放出実績 ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m3		約1.0兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1										7,800m3		約1.4兆ベクレル







Sheet4



				発電所から3km以内 　10地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤10ベクレル/㍑		＜

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤22ベクレル/㍑

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤11ベクレル/㍑



				発電所から10km以内 　4地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満









元データ



						測定・確認⽤設備の分析⽇時		タンク群		トリチウム濃度		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後のトリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						2023年6⽉22⽇		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023年8⽉24⽇		2023年9⽉11⽇		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7,788m		約1.1兆ベクレル

						2023年9⽉21⽇		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年10⽉5⽇		2023年10⽉23⽇		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m		約1.1兆ベクレル

						2023年10⽉19⽇		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年11⽉2⽇		2023年11⽉20⽇		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m		約1.0兆ベクレル
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●第5回







								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第5回 ダイ カイ		C群		19万ベクレル/㍑		0.31		＜		1		2024.4.19		2024.5.7		最大266ベクレル/㍑ サイダイ		7,851m3		約1.5兆ベクレル

						第6回 ダイ カイ		A群		17万ベクレル/㍑		0.17		＜		1		2024.5.17		2024.6.4		最大●●●ベクレル/㍑ サイダイ		7,800m3		約1.4兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







通信手段

				名称		配備数量		代替手段

				社内回線		-		自社の光回線及び電源等を備えている。本社（東京）を経由した連絡が可能

				無線通信		-		有線通信が断線した場合，マイクロ波を利用した無線通信により社外・社内への連絡が可能

				衛星携帯電話		4台 ダイ		携帯電話基地局が使用不可能な場合に備え、衛星携帯電話による通信を確保





地震の点検

				原子炉施設や関連設備の保安確認を行うための点検区分と点検内容

				点検区分		地震加速度と震度		点検内容

				区分Ⅰ		1ガル以上 ～ 10ガル未満		●以下のプラントにおける設備について警報発生状況や、監視計器指示等の異常の有無
　を確認
（免震重要棟集中監視室・水処理監視室、中央制御室、使用済燃料共用プール制御盤、　
　雑固体焼却設備制御室）

				区分Ⅱ		10ガル以上 ～ 45ガル未満		●区分Ⅰの内容
●以下の設備を主体に「地震後の点検チェックシート（区分Ⅱ用）」に基づく
　現場パトロールを実施
　（原子炉の冷温停止維持、使用済燃料の冷却機能、水処理設備の運転状況、
　　電源設備（外部電源及び所内電源）の状態）

				区分Ⅲ		45ガル以上		●上記区分Ⅱの内容に加え、その他の安全確保設備等及び原子炉施設について
「地震後の点検チェックシート（区分Ⅲ・実施計画Ⅲ）」に基づく現場パトロールを実施
●上記点検の中で、火災発生有無を確認

				実施計画Ⅲ対象		発電所立地町で「震度５弱」以上が観測された地震









耐雷対策



				雷直撃の防止 カミナリ チョクゲキ ボウシ		①		露出充電部を持つ屋外の電力設備は架空地線または避雷針等により遮蔽する ロシュツ ジュウデン ブ モ オクガイ デンリョク セツビ カクウ チ セン ヒライシン ナド シャヘイ

						②		高さ20mを超える建築物、鉄塔などには避雷針を設ける タカ コ ケンチクブツ テットウ ヒライシン モウ

				雷サージの抑制 カミナリ ヨクセイ		①		送受電設備の適切な箇所に避雷針を設置する オク ジュデン セツビ テキセツ カショ ヒライシン セッチ

						②		接地抵抗値の低減を図る セッチ テイコウチ テイゲン ハカ

						③		シールド付きケーブルを使用する ツ シヨウ

				雷サージの影響阻止 カミナリ エイキョウ ソシ		①		計測制御設備の適切な箇所に避雷針/保安器を設置する ケイソク セイギョ セツビ テキセツ カショ ヒライシン ホアンキ セッチ

						②		絶縁変圧器を設置する ゼツエン ヘンアツキ セッチ





●5月2023年度計





						▼2023年度 放出実績 ネンド ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		最大220ベクレル/㍑ サイダイ		7,788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		最大189ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		最大200ベクレル/㍑ サイダイ		7,753m3		約1.0兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		B群		17万ベクレル/㍑		0.34		＜		1		2024.2.28		2024.3.17		最大230ベクレル/㍑ サイダイ		7,794m3		約1.3兆ベクレル

																						合計 ゴウケイ		31,145m3		約4.5兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1								7,800m3		約1.4兆ベクレル







長期計画

						2030年度までの
ALPS処理水の放出		海洋放出開始前にタンクに貯留されていたALPS 処理水等の放出

				放出予定量		約40 万 m 3 以上		約135 万 m 3

				総放出回数		52回以上		174回

				2024年度以降の放出回数		48回以上		170回







Sheet1



				作業員 サギョウイン		所属企業		役割分担		装備		配管洗浄作業（10/25）
における実効線量（mSv） ハイカン センジョウ サギョウ ジッコウ センリョウ		規則 キソク		2023年度（4-10月）の
皮膚の等価線量（mSv） ネンド ガツ ヒフ トウカ センリョウ		法令 ホウレイ		(参考)洗浄廃液付着による
皮膚の等価線量（mSv） サンコウ センジョウ ハイエキ フチャク ヒフ トウカ センリョウ

				A		三次請1		受入れタンク監視		カバーオール2重		0.9		発電用原子炉施設の
故障その他の不足の
事態が生じたことで

5mSvを超える

おそれがある場合は
事故故障等の報告
を原子力規制庁・厚生労働省
に行う必要あり。 ゲンシリョク キセイ チョウ コウセイ ロウドウショウ オコナ		88.3		放射線業務従事者の
通常作業での線量限度


皮膚の等価線量限度
500mSv/年

 ツウジョウ サギョウ ヒフ トウカ センリョウ ゲンド ネン		76.6

				B		三次請1		作業班員への指揮
受入れタンク監視（助勢）		カバーオール2重		0.6				55.8				51.2

				C		三次請2		他配管洗浄後の状態確認		カバーオール
アノラック上下		0.2				7.0				皮膚汚染なしのため
評価対象外 ヒフ オセン ヒョウカ タイショウ ガイ

				D		三次請3		薬注ポンプ操作		カバーオール
アノラック上下		0.02				4.9				0.1未満 ミマン

				E		三次請1		薬注ポンプ監視		カバーオール
アノラック上下		0.02				1.4				0.2

						電離放射線障害防止規則 第4条





★加工 (3)





						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑				＜												7,800m3		約1.4兆ベクレル







★加工





						▼放出実績 ホウシュツ ジッセキ

								タンク群		希釈前の
トリチウム濃度 キシャク マエ		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後の
トリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						第1回 ダイ カイ		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023.8.24		2023.9.11		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7788m3		約1.1兆ベクレル

						第2回 ダイ カイ		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.10.5		2023.10.23		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m3		約1.1兆ベクレル

						第3回 ダイ カイ		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023.11.2		2023.11.20		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m3		約1.0兆ベクレル



						▼2024年2月下旬から放出開始予定 ネン ガツ ゲジュン ホウシュツ カイシ ヨテイ

						第4回 ダイ カイ		B群		17~21万ベクレル/㍑						1										7,800m3		約1.4兆ベクレル







Sheet4



				発電所から3km以内 　10地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤10ベクレル/㍑		＜

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤22ベクレル/㍑

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満〜最⼤11ベクレル/㍑



				発電所から10km以内 　4地点 チテン

		第1回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第2回 ダイ カイ		検出限界値未満

		第3回 ダイ カイ		検出限界値未満









元データ



						測定・確認⽤設備の分析⽇時		タンク群		トリチウム濃度		トリチウム以外の放射性物質の濃度						放出開始		放出終了		希釈倍率		希釈後のトリチウム濃度		処理⽔の放出量		トリチウム総量 ソウリョウ

												告⽰濃度⽐総和				規制基準

						2023年6⽉22⽇		Ｂ群		14万ベクレル/㍑		0.28		＜		1		2023年8⽉24⽇		2023年9⽉11⽇		約800倍		160〜200ベクレル/㍑		7,788m		約1.1兆ベクレル

						2023年9⽉21⽇		C群		14万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年10⽉5⽇		2023年10⽉23⽇		約800倍		150〜170ベクレル/㍑		7,810m		約1.1兆ベクレル

						2023年10⽉19⽇		Ａ群		13万ベクレル/㍑		0.25		＜		1		2023年11⽉2⽇		2023年11⽉20⽇		約800倍		150〜180ベクレル/㍑		7,753m		約1.0兆ベクレル
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